
オンラインで
和やかに理事会！

市川市のPT・OT・STはチー
ムワーク抜群！
コロナ禍でも、皆で夜な夜
なオンライン理事会。市川
の事を話し合っています。

ZOOM理事会の様子♪

市川市リハビリテーション協議会
ニュースレター No.5 2020.12月発行

コロナ禍の今、
リハビリ協議会は
何をしているの？

地域の為に、皆で
相談しながら色々と
活動しています。
ここで紹介します！

1
地域ケア個別会議
年12名出席！

北部・南部・東部・西部の
４地域の地域ケア会議。
協議会から12名のPT/OT/ST
を選出し参加しています。

OT木村洋介

2

1事例30分程度で、リハ
ビリ専門職としてどの
ようなご提案ができる
か、毎回緊張しながら
参加させて頂いていま
す。
その中で多職種の皆さ
んの考えや、ケアマ
ネージャーさんの想い
など感じることができ、
とても勉強になります。
今後も、少しでも地域
のお役に立てれば幸い
です。



多職種連携に関する研修会（在宅医療・
介護連携推進事業）に参加

2020年10月24日 14：35～16：45 於グリーンスタジオ
テーマ：心不全の人の支援について
シンポジウム：在宅での生活を継続していくために、
支援者として出来ること

今回、シンポジウムのパネリストとして参加させていただいたので報告させていただ
きます。心不全の罹患患者は2017年で約100万人と言われ、医療費の約30％が心血管
疾患の治療に用いられると言われています。今後の課題としては心不全増悪を予防し、
在宅期間を延長させることにあります。増悪要因として服薬管理、食事制限（塩分制
限・水分制限）、適度な運動療法が行えていないことが挙げられます。入院中は多
職種で管理するため守られていますが、退院すると管理が難しくなる
ためだと思われます。そこで退院してから重要となるのが医療・介護
連携であり、地域においても多職種がかかわることが重要となってき
ます。そこで、ツールとして【心不全手帖】を活用し、退院後も増悪
要因を少しでも予防できるよう協同していく必要があります。皆さん
是非活用して再入院を減らしましょう。（理学療法士 堂前伸）

３

【施設紹介】介護老人保健施設 ハートケア市川
当施設は、在宅復帰・在宅支援・地域支援のための入所・通所・訪問の3本柱を組

み合わせて行っている、介護老人保健施設です。令和2年度からは在宅復帰を積極的
にすすめる超強化型算定施設になっています。
PT4名、OT10名、ST3名とリハビリ専門職が多く、

施設の介護職も生活リハビリとしてご利用者の課
題に応じた介入を、実施しています。また、地域
支援もできる範囲で実施していく予定です。
自宅での生活を少しでも続けたい方のためのリハ
ビリと支援に尽力します。（文責：横山誠治）

総会の報告
令和２年度も、無事に
総会が取り行われました。
感染予防のため、
書面表決にて実施。
現会員の過半数となる
７９名中５８名参加が
ありました。
議事はすべて書面にて
承認されました。

【編集後記】
STの日下です。リハビリ協議会も軌道に
乗ってきた3年目、コロナ禍で活動制限
を余儀なくされました。それでも地域で
ひとつずつ積み上げていきます♪協議会
メンバーは明るく前向きです！
何でもご相談くださいね！

広報誌担当・日下智子


